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Q 1. 最初にパーソナルトレーナー
という職業に就くきっかけを教え
てください。

野村　私は 4 歳のときにダンスと出会
い、今日まで踊り続けてきました。ダ
ンサーとしては優秀ではなかったので
すが、なんとかダンスにかかわるよう
な仕事ができればと考えていました。
大学 4 年生のときにBATIKというダ
ンスカンパニーのオーディションに合
格し、まず研修生として踊る修行の
日々に身を投じることになりました。
ダンサーとして生きていくことは夢の
ような世界でしたが、「どこまで身体
がもつのか、何歳になるまで続けてい
けるのか…一生食べていくことができ
るのか」という不安は常にありました。
そこで、ダンスからは離れずに、その
立場を生かしながら長く続けられる仕
事を手にしたい、という思いでトレー
ナーの資格を取ろうと考えました。そ
して数あるパーソナルトレーナーの資
格の中で、国際的かつ、研究に重きを
置いてトレーニングを追求している点
に惹かれ、NSCA-CPTを取得しました。

Q 2. 野村さんがこれまでを振り返
りどのようなステップを踏んでき
ましたか？

第 1 期：～ 2014 年

野村　大学を決める際にもダンスに
こだわり、お茶の水女子大学の舞踊教
育学コースに進学しました。ここでは
ダンスについて理論と実践の両面から
学び、解剖学などで身体についての理
解も深めました。大学 4 年生になると
きにダンスカンパニーへの所属が決ま
り、稽古に明け暮れる日々を過ごしま
した。また、大学時代はフィットネス
クラブでアルバイトを 4 年間続け、ダ
ンスだけではなく、フィットネス業界
やトレーニングについての興味も深
まっていきました。

第 2 期：2015 年
　大学卒業後は、ダンサーとして稽古
を重ねながら、大学院への進学を決め
ました。高校でダンスの授業を担当す
ることや、ダンス部のコーチを務める
ことが決まっていたので、“人に教え
る”という責任ある立場を全うするた
めに、もっと勉強もしたいという考
えでした。仕事・指導と研究の両立

は大変でしたが、「今しかない！」と、
NSCA-CPTの資格認定試験の勉強も行
ないました。生活は楽ではありません
でしたが、この時期にインプットした
たくさんのことが後の仕事につながっ
ていると感じます。

第 3 期：2016 年
　資格認定後にまず変化を感じたのは
ダンス指導でした。「できないなら、
もっと頑張りなさい」ではなく、なぜ
できないのか、身体のどの部分の使い
方で行き詰まっているのかを生徒と一
緒に考えていくことができるようにな
り、指導の幅が広がりました。そして、
ダンスもトレーニングも、“自分の身
体をどう動かすか”という同じ目標に
向かっており、全くの別物ではないの
ではと考えるようになりました。ダン
ス指導と両立して、フィットネスクラ
ブでパーソナルトレーナーとしての活
動を始めましたが、ダンサーとしての
活動もある中で、思うようにクライア
ントの獲得ができませんでした。収入
に一切余裕はなく、就職をした友人た
ちとの差を感じて焦ることもありまし
た。
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第 4 期：2017 年
　ダンス指導やトレーナーとしての活
動に魅力を感じる一方で、3 年間所属
させていただいたダンスカンパニーは
体力・気力の限界を感じ、卒業を決め
ました。現役のダンサーとして続けら
れなかったことは、大きな挫折でした
が、この決断が転機となりました。こ
れから踊り続けていく子たちの力にな
れればという思いでダンス指導は継続
し、トレーニング指導についても「よ
り多くの人の役に立ちたい」と思い、
ダンスインストラクターとしての活動
を続けながら、幅を広げることを目指
しました。
　そんな中、NSCAジャパンの求人
ページで“マイトレーナーズ”という
パーソナルトレーニングのマッチング
サイトの募集を見つけ、登録しました。
活動場所や時間の幅が格段に広がり、
パーソナルトレーニングのクライアン
トが数倍以上に増えたにもかかわら
ず、ダンス指導の仕事を行なう時間は
減りませんでした。性別も年齢も、ト
レーニングを行なう目的も全く異なる
色々な悩みをもつ方々にお会いするこ
とができて、トレーナーとして貴重な
経験を積むことができました。ここで
得た経験がダンス指導につながり、ダ
ンス指導で得た経験がまたトレーニン
グ指導に生きているということを実感
し、両方を全力で進めていこうと決意
しました。
　客観的にみれば二足の草鞋という状
態ですが、やっていることの本質は“身
体をどう動かすか”という同じところ
にあるのではという考えで、スムーズ
にどちらの仕事も進めることができま
した。

第 5 期：2018 年
　ようやく、これから私は“身体をど

う動かすか”という課題を仕事にして
いきたいのだということがはっきりし
たように思います。その対象がどのよ
うな方でも、これまでの経験とNSCA-
CPTという軸がある限り、誰かの役に
立つことができる可能性が大いにある
のでは、と期待をもっています。
　また、10 月には結婚という大きな転
機も訪れます。これに伴い、活動の拠
点を東京から群馬に移すことを決めま
した。ダンスインストラクターもパー
ソナルトレーナーも、経験ときちんと
した資格があれば、全国どこに行って
もまた新しい出会いがあるだろうと
思ったので、一切迷いはありませんで
した。現在は東京と群馬を行ったり来
たりする二拠点の生活を楽しんでいま
す。ダンスとパーソナルトレーニング
の仕事をどちらかに絞る予定はなく、
両方を追い続けていくことでたくさん
の人と出会い、広い目で"身体を動か
す"ことを捉え続けられるように努力
したいです。

Q 3. 活動される中でやりがいを感
じる場面や「感謝」を感じる場面は
どんな場面ですか？

野村　フリーランスという働き方を
していると、これまで出会った一人ひ

とりが、それぞれ大きな力になって背
中を押してくれていると感じます。そ
して何より、家族と、これから家族に
なるパートナー、そしてその家族が、
快く応援してくれていることに感謝し
ています。新たに帰る場所ができて、
命綱を得たような心強さを感じてお
り、これからの新しい仕事との出会い
にも臆さず向かっていけそうです。

Q 4. 最後になりますが、今後、野村
さんのような活動を目指している
方へアドバイスをお願いします。

野村　パーソナルトレーナーのあり
方ひとつをとっても、この数ヵ月の間
に、映像配信を使ったもの、アプリを
使ったものと様々なアプローチ方法に
かかわりました。あまり自分の先入観
に囚われず、いただいたお話には素直
に耳を傾けられるように努めたいと思
います。色々な出会いが重なって、た
くさんの方の助力で、今のお仕事に辿
り着いたと思っています。人との出会
いや会話を楽しむ中にヒントやエネル
ギーがあるのではないでしょうか。検
索すればどんな情報でも手に入る時代
だからこそ、顔を合わせて一人ひとり
とお話する時間を大切にしていきたい
です。◆

ダンサーとしての経験から、“身体をどう動かすか”の細かな感覚と技術を生か
してトレーニング指導を実施しています。




